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1967年，オランダから輸入され，新潟県下で隔離栽培

中のヒヤシンスからTobacco　Rattle　Virusを分離した

ので報告する。

Toba㏄o　Rattle　Virus（TRV）は．古くからヨーロッパ，

アメリカで発生が確認されている。ヒヤシンスでは，オ

ランダで1951年vAN　der　WANTにより報告されたの

が初めてである。わが国においては，他の植物で発生が

報告されているが，その発生はまだ局所的である。この

ウイルスは，寄主範囲が広く，汁液伝染のほか，Tricho

dorus minor，T．padydermisほか多くのTricho

dorus属の線虫により伝染するウイルスである。

本報告を行なうに際し，有益なご指導をいただいた植

物ウイルス研究所小室康雄博士，同栃原比呂志博士，当

所松濤美文防疫冷理官，スイセン系TRV抗血清とアス

ター系TRVを分譲して下さった植物ウイルス研究所小

室康雄博士，同岩木満朗技官，また罹病標本を採取され

た横浜植物防疫所国際課，同新潟出張所の各係官に深甚

の謝意を表する。

第1表　各植物への接種結果

接種植物 　　　戻し病　徴　　　接種
L．L，M．
StN

L．L．M．　十
StN

　M　　　十

　〇　　　十

　M　　　十

　M　　　十

ナス科タバコ（ホワイトバーレー）

　〃　　　（KY－57）

Nicotiana rustica

トマト（世界一）

Datur tatuia

D. stramonium

Physalis floridana

ペチュニア

キ　ク　科 レタス 0 一

シュンギク（中葉） 0 十

キンセンカ 0 一

ゴボウ（滝ノ川） 0 一

ヒユ科センニチコウ L．L．　　十

材料及び方法

アカザ科 Chenopodium
　　　　　　　     amaranticolor             

　　　C．quinoa
　　　ホウレンソウ

　　　ビート

L．L．

L，L．

L．L．M．　十

　〇

　隔離検疫中のオランダ産ヒヤシンス（品種ヵ一ネギ

ー）の葉に淡黄色または，黄白色の条斑，一見虫に食べ

られたような病徴を生じている株があった。この株をタ

バコ（ホワイトバーレー），ペチュニァ，Chenopodium

amaranticolor，ササゲなどに汁液接種したところ，

TRVらしいウイルスを分離することができた。これを

ペチュニアに接種し，罹病させて保存し接種原とした。

寄主範囲を調べるために本ウイルスを各植物にカーボ

ランダム法で汁液接種をおこなった。緩衝液は，0.1％

チオグリコール酸を含む0．05％のKCN液を用いた。

戻し接種は，接種後30日以上経たものの頂葉からC.

amaranticolorに接種して行ない，接種葉に生じる局部

病斑の有無によって全身感染しているかどうか調査し

た。また，ウイルス研究所からアスター系TRVの分譲

を受け，これの抗血清を作製するとともに，スイセン系

TRV抗血清の分譲を受け血清学的な類縁関係を調べ
た。

ウ　リ　科ペポカボチャ

　　　キウリ（四葉）

L．L．

L．L． a

アブラナ科カブ（金町コカブ）

　　　ダイコン（時無）

　　　カンラン
　　　赤丸ハツカダィコン

　　　ハツカダイコン

　　　コマツナ

0
0
0
0
0
0
L．L．

0
0
L，L，

L．L．

o

マメ科ソラマメ
　　　　ダィズ

　　　サヤェンドウ
　　　　ィンゲン（大手芒）

　　　ササゲ（黒種十六）

（注）L．L．:lacal　lesion，M　mosaic，StNl茎エ

　　ソ，O：病徴なし，＋：戻し接種陽性，一：同

　　陰性
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実験結果
1．　寄主範囲　接種した植物は，7科30腫で，その病徴

は第1表に示した。タバコ（KY－57）は，接種後7日で

局部病斑とモザイクを生じ，戻し接種の結果全身感染し

ていた。同じく，ホワイトバーレーでは，KY－57と同

様に局部病斑とモザイクを生じ，約1ヵ月後には茎エソ

を生じたが，戻し接種の結果，上葉にはウイルスの存在

は認められなかった。

第1図　ヒヤぐンス（Carnegie）生育中期TRVの病徴

第2図　ヒヤシンス（Carnegie）開花期のTRV

　　　の病徴

第3図　タバコ（ホワでトベーレー）接種葉の局部病斑

第4図　ソラマメ接種葉の局部病斑

第5図　C. amaranticolor接種葉の局部病斑
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　ホウレンソウでは，接種後7日でモザイクを生じ，約

30日後に接種葉に局部病斑をあらわし，トマト，Physalis

floridana，ペチュニアでは，接種後約1ヵ月で頂葉にモ

ザイクを生じた。戻し接種の結果はいずれも陽性であっ

た。局部病斑のみ生じたものは，ペポカボチャ，キュウ

リ，C. amaranticolor，C. quinoa，ソラマメ，インゲ

ン，ササゲであった。これらは接種後約4～6日で病斑

を生じたが，戻し接種の結果は陰性であった。センニチ

コウでは，接種後18日で局部病斑を生じたのみで，他の

病徴は認められなかったが全身感染していた。Datura

tatula，シュンギクでは,なんら病徴をあらわさなかっ

たが，戻し接種の結果，全身感染していることが認めら

れた。　D.stramonium，レタス，キンセンカ，ゴボウ，

ビート，アブラナ科6種には感染しなかった。

2．　物理的性質　本ウイルスに感染しているホウレンソ

ウに，0．01M，pH7.2燐酸緩衝液を葉重の4倍量加え

て搾汁し，これを5倍液とし常法により処理したのち，

q　quinoaに汁液接種し，接種葉に生じる局部病斑によ

って調査し．た。その結果，耐熱性は65～70。C，耐希釈

性は1，000～10，000倍，耐保存性は6～7日であった。

3．　ウイルス粒子の形態　ウイルス粒子の形を見るため

に，SEMANCIK（1966）及び都丸・中田（1967）の純化

方法を参考に部分純化を行なった，まず接種後約1週間

のC.amaranticolorの局部病斑葉を一20。Cのフリー

ザー内で一昼夜凍結したのち，0．1M燐酸緩衝液（pH

7．9）を葉重と等量加えて磨砕し，その汁液をクロロホ

ルム・n一ブタノール処理後，分画遠心を反復してウイル

スの純化を行なった。これを電子顕徴鏡で観察したとこ

ろ，短かい方が平均90mμ，長い方が平均190mμの短

桿状二型のウイルス粒子が認められた。

4．　アブラムシによる伝搬試験　本ウイルスに感染して

いるP．floridanaからモモアカアブラムシを用いて健

全なタバコ（KY－57）に伝搬試験を行なった。その方法

は，健全アブラムシを2時間絶食させた後，P，floridana

のモザイク葉上に移し2分間吸汁させ，ただちにタバコ

に移しかえ，1日加害させた後殺虫した。供試アブラム

シは，1株あたり10頭とし，10株のタバコに伝搬試験を

行なった。その結果ではタバコ上に病徴はあらわれず，

また，伝搬試験後約30日で，そのタバコの頂葉をC.

amaranticolorに戻し接種したが，局部病斑は発生しな

かった。

5．血清反応試験　電顕観察用に部分純化した本ウイル

スとスイセン・アスター両系TRV抗血清との血清反応

をミクロ凝集法により調べたがいずれの抗血清にも反応

しなかった。

考 察

　ヒヤシンスのウイルス病は，わが国では一般的にモザ

イク病として知られているが，まだ同定は行なわれてい

ない。外国では，CucumberVirus1（Ainsworth，1938），

Omithogalum　Mosaie　Virus（SMITH＆BRIERLEY・

1944），Hyacinth　Mosaic　Virus（Anon，1955），および

Toba㏄o　Rattle　Vims（VAN　der　WANT，1951）の4種

ウイルスの報告がある。ヒヤシンスから分離された本ウ

イルスは，寄主範囲では，都丸・中田（1967）のタバコ

から分離されたTRVとわずかの差はあるが，小室ら

（1968）のアスターから分離されたTRVの報告，松濤

・末次（1971）の輸入検疫中のチューリップから分離さ

れたTRVの報告とほぼ一致している。
　物理的性質は比較的安定しており，いままでに報告さ

れているTRVにほぼ類似している。ウイルス粒子は,

長短二型の短桿状粒子であり，NIXONおよびHARRlsON

（1959），都丸・中田（1967），岩木・小室（1968）らの報

告しているTRVの特徴と一致している。抗血清反応で

は，本ウイルスはスイセン及びアスター両系TRV抗血

清とは，ミクロ凝集反応法で全く反応を示さなかった。

このことについては，vAN　HooF，MAATおよびSEIN-

HORST（1966）が系統間には，血清学的類縁関係はない

とし，岩木・小室（1968）もスイセンから分離したTRV

は，アスターおよびホルムスサムソン両系統のTRVと

は全く血清学的に関係のないこと，また，松濤・末次

（1971）もチューリップから分離されたTRVは，アス

ター系TRV抗血清とは反応を示さなかったことなど
から，本ウイルスもスイセンおよびアスター系とは異な

ったTRVの系統と考えることが妥当である。

　以上の寄主範囲および病徴，ウイルス粒子の形状など

から，本ウイルスは，Toba㏄o　Rattle　Vinlsと考える。

摘 要

　1967年，隔離検疫中のオランダ産ヒャシンス（品種カ

ーネギー）の淡黄または黄白色の条斑（一見虫に食害さ

れたような病徴）を生じていた株からToba㏄o　Rattle

Virusと思われるウイルスを分離した。このウイルスを

各植物に接種し，その病徴，物理的性質，ウイルス粒子

の形状，血清学的関係などを調査した。

　1）　ナス，キク，ウリ，アカザ，アブラナ，マメ，お

よびヒユの7科の30種に汁液接種した。

　トマト，Physalis floridana，ペチュニアは，モザイ

ク病徴を生じ，タバコ（ホワイトバーレー，KY－57），セ

ンニチコウ，Chenopodium amar anticolor，C，quinoa，

ホウレンソウ，ペポカボチャ，キュウリ，ソラマメ，イ

δ．

ら



1973年3月 末次ほか：輸入検疫中にヒヤヒンスから検出されたT．R．V． 13

ゆ

ンゲン，ササゲには，局部病斑を生じた。このうちタバ

コ（KY－57），ホウレンソウは，のち上葉にモザイク病徴

をあらわし，センニチコゥは上葉になんら病徴をあらわ

さなかったが全身感染していた。・タバコは，のちモザイ

ク病徴と茎エソを生じたが，頂葉からウイルスは回収さ

れなかった。そのほかの植物は，局部病徴のみで上葉に

は病徴をあらわさなかった。Nicotiana rusticaは茎

エソを生じたが，上葉は無病徴でウイルスも存在せず，

シュンギク，Datura tatulaは，無病徴であるが全身感

染していた。アブラナ科はいずれも感染しなかった。

　2）　耐熱性は65～70℃，耐希釈1生は1，000～10，000

倍，耐保存性は6～7日であった。

　3）　ウイルス粒子は，平均190mμと90mμの長短

二型の短桿状であった。

　4）　モモアカアブラムシによる伝搬はしなかった。

　5）　以上の寄主範囲，物理的性質，ウイルス粒子の形

状などから本ウィルスは，TobaccoRattle　Vinlsと考え

る。
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Summary

ひ

Tobacco Rattle　Virus　Detected　from　Imported

　　　　　　　　　Dutch　Hyacinth

By

Tetsuo　SUETSUGU，Hideki　NAKAMOTO　and　Iwao　OIKAWA

　　Import　Division，Yokohama　Plant　Protection　Station

　　During　post－entry　quarantine　of　hyacinth　bulbs　from　the　Netherlands　in　I967，0ne

virus　apparently　similar　to　Tobacco　Rattle　Virus　was　isolated　from　one　plant（var.Car－

negie）showing　pale　yellow　or　white　yellow　streak　patterns　on　the　leaves.　Identity　of

this　virus　was　examined by　its　host　ranges，physical　properties，particle　shape　and　aphid

transmission．
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Mechanical inoculations were made into 30 species (7 families) of herbaceous plants. 

Tomato, Physalis floridana and Petuneia hybrida produced mosaic symptoms. Tobacco 

(White Burley, KY-57), Gomphrena globosa, Chenopodium amaranticolor, C. quinoa, 

spinach, Cucurbita pepo, cucumber, bean, broad bean and cow-pea developed local lesions 

on inoculated leaves. Of these plants, tobacco (KY-57) and spinach later produced 

mosaic symptoms. Gomphrena globosa was systemically infected without symptoms. 

Tobacco (White Burley) Iater produced mosaic and necrotic streaks on the stem but the 

virus was not recovered from upper leaves. Nicotiana rustica showed stem necrosis but 

was not systemically infected. Chrysanthemum coronarium and Datura tatula were 

latently infected. Cruciferous plands were immune to this virus . 

This virus had the thermal inactivation point of 65-70'C, dilution end-point of １: 

1,0OO-l0,000 and longevity of 6-7 days at room temperature. Electronmicroscopy revealed 

the presence of two mode lengths of the particles. The shorter particles ranged around 

90 mμ and the longer ones around 190 mμ. By green peach aphid, this virus was not 

transferred to tobacco plants (KY-57). 

From these evidences, the virus was identified to be Tobacco Rattle Virus. 


